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あらまし  ᮏ✏は㸪᳨⣴⪅が想像する⏬像の全体印㇟を形容モ・㓄Ⰽデータベースにより㑅ᢥ・ᥥ⏬可⬟とする⏬像問い合
わせᶵᵓを᭷する⏬像᳨⣴システムの実⌧᪉式について㏙べる㸬このシステムにより⾲⌧可⬟な᳨⣴⪅のព図はⰍ彩とᵓ図

である㸬具体ⓗには㸪ᮏシステムはカラーイメージスケールに定⩏されている形容モのうち᳨⣴⪅がព図する⏬像の全体ⓗな

印㇟を⾲す形容モと㸪それに基づいてỴ定される 3㓄Ⰽを⏝いて N×Nのマス┠にᥥ⏬される⏬像問い合わせにより㸪その⏬
像問い合わせのⰍ彩・㓄⨨に㢮似する⏬像⩌を⏬像データベースから᳨⣴する㸬ᮏシステムの≉徴は㸪問い合わせ㒊に形容

モ・㓄Ⰽデータベースをタ定し㸪任ពのカラーイメージスケールの代⾲Ⰽ 130Ⰽによる 3Ⰽの⤌み合わせと形容モのセットを
定⩏できるⅬ㸪᳨⣴⪅が問い合わせ᫬に形容モに対応する㓄Ⰽの᳨⣴・㑅ᢥを⾜うことによりⰍ彩ព図を⾲⌧できるⅬ㸪㑅ᢥ

される 3Ⰽにより⏬像問い合わせを᳨⣴⪅⮬らᥥくことによりᵓ図ព図を⾲⌧できるⅬ㸪さらにその問い合わせのⰍ彩・㓄⨨
に㢮似する⏬像⩌を⏬像データベースから᳨⣴できるⅬである㸬 
キーワード  㓄Ⰽ㑅ᢥ, カラーイメージスケール, ⏬像᳨⣴, QXer\ b\ DraZing 
 

1. はじめに  
㏆年㸪インターネット上に⭾大なᩘのᵝ々な⏬像デ

ータがᩓ在して⵳✚されており㸪ユーザがこれらの⏬

像データを取得㸪利ά⏝するᶵ会が増大している㸬そ

れに伴い㸪これらの⏬像データ⩌からユーザのព図に

合⮴する⏬像データを᳨⣴するᡭἲの実⌧が㔜せとな

っている㸬  
⌧在㸪インターネット上でᬑ及している多くの⏬像

᳨⣴エンジンは㸪᳨⣴の㝿にキーワードをクエリとし

て受け取り㸪そのキーワードに合⮴する⏬像データを

᳨⣴する㸬しかしながら㸪ユーザが⏬像を᳨⣴する㝿㸪

⏬像を想㉳するキーワードが少ない場合㸪⾲⌧が㞴し

い場合㸪▱らない場合㸪ユーザはその᳨⣴ព図に合⮴

した⏬像を᳨⣴することが困㞴である㸬  
また㸪᳨⣴したい⏬像に対応する⏬像データがユー

ザのᡭ元にない場合㸪ユーザがイメージする⏬像をゝ

ㄒ化してキーワードとして⾲⌧するか㸪そのイメージ

をもとに例♧⏬像を᥈したり㸪⏬像をᥥいたりするな

どのイメージの具⌧化が必せとなる㸬よりユーザの᳨

⣴ព図に合⮴する᳨⣴を実⌧するためには㸪ユーザが

想像する⏬像に対する印㇟を容᫆に具⌧可⬟とし㸪ク

エリとして᳨⣴エンジンに入力するᶵᵓの実⌧がồめ

られる㸬  
ᮏ✏では㸪᳨⣴⪅が想像する⏬像の全体印㇟を形容

モ・㓄Ⰽデータベースにより㑅ᢥ・ᥥ⏬可⬟とする⏬

像問い合わせᶵᵓを᭷する⏬像᳨⣴システムの実⌧᪉

式とそれを⏝いたシステムの᭷効性と実⌧可⬟性につ

いて♧す㸬具体ⓗには㸪ユーザが想像する⏬像の全体

ⓗな印㇟を⾲す形容モと㸪それに基づいてỴ定される

3 㓄Ⰽを⏝いて N×N のマス┠にᥥ⏬される⏬像問い
合わせにより㸪その⏬像問い合わせのⰍ彩・㓄⨨に㢮

似する⏬像⩌を⏬像データベースから᳨⣴する㸬ᮏシ

ステムの≉徴は問い合わせ㒊に形容モ・㓄Ⰽデータベ

ースをタ定し㸪任ពのカラーイメージスケールの代⾲

Ⰽ 130 Ⰽによる 3 Ⰽからなる㓄Ⰽパターンと形容モの
セットを定⩏できるⅬ㸪ユーザが問い合わせ᫬に形容

モに対応する㓄Ⰽの᳨⣴・㑅ᢥを⾜えるⅬ㸪㑅ᢥされ

る 3 Ⰽにより⏬像問い合わせをユーザ⮬らᥥけ㸪その
問い合わせのⰍ彩・㓄⨨に㢮似する⏬像⩌を⏬像デー

タベースから᳨⣴できるⅬである㸬ユーザは᳨⣴した

い⏬像のⰍ彩≉徴と㓄⨨≉徴を N×N のマス┠に⮬ら
ᥥ⏬でき㸪これらの≉徴により㸪ᮏ問い合わせ⏕ᡂᶵ

ᵓはユーザのⰍ彩ព図とᵓ図ព図を⾲⌧可⬟とする㸬

そうして㸪ユーザのព図を反ᫎし作ᡂされたクエリ⏬

像のⰍ彩・㓄⨨に㢮似する⏬像⩌を⏬像データベース

から᳨⣴する㸬  
⏬像データの場合㸪インターネット上に⭾大なᩘの

ᵝ々な⏬像データがᩓ在して⵳✚されているが㸪その

⏬像データ⩌をユーザが᫂☜なイメージをᣢってグ᠈

している場合は少なく㸪ヨ⾜㘒ㄗをしながら㸪ヱ当の

⏬像データを具⌧化して思い出しながら㸪ヱ当の⏬像

データに㏆づけていくことで㸪᥈⣴ⓗに⤠り㎸むこと

が可⬟になる㸬  
ᮏ✏はḟのようにᵓᡂされる㸬 2 ⠇は㛵㐃◊✲につ

いて⤂介する㸬3 ⠇は形容モ・㓄Ⰽデータベースによ
る㓄Ⰽ㑅ᢥと問合せ作ᡂによる⏬像᳨⣴᪉式について

♧す㸬今回㸪ᡃ々はᵓ⠏された実㦂システムによりᮏ

᪉式の⏬像᳨⣴⢭度について᳨ドを⾜った㸬4 ⠇では㸪



 

 

その᳨ド⤖ᯝおよび⪃察について♧される㸬᭱後に 5
⠇はᮏ✏をまとめる㸬  

2. 㛵㐃◊✲  
ユーザがᣢつ印㇟を⏝いた⏬像᳨⣴ᡭἲとして㸪ᩥ

⊩[1]のように形容モとⰍ情報を㛵㐃づけ㸪そのⰍ情報

をもとに㐺当な⏬像をᥦ᱌するᡭἲや㸪ᩥ ⊩ [2]のよう

にᥥかれているオブジェクトの情報を⏝いるᡭἲ㸪ᩥ

⊩[2,3]のようにᴫ␎図を作〇しクエリ⏬像とするᡭ

ἲがある㸬 

ᮌᮏ [1]は㸪カラーイメージスケール [4]において㸪印
㇟ㄒ㸪形容ㄒ㸪およびឤ性⾲⌧であるឤ性ㄒに対応づ

けられた 3 Ⰽもしくは 5 Ⰽと㸪⏬像の代⾲Ⰽパターン
(3 Ⰽもしくは 5 Ⰽ )との㢮似度ィ㔞をして㸪㢮似⏬像
を導出するシステムをᥦ᱌している㸬この◊✲では㸪

システムが予め᳨⣴対㇟となる⏬像の代⾲Ⰽをᢳ出す

る㸬ユーザがឤ性ㄒをシステムに入力することにより

そのឤ性ㄒに対応する㓄Ⰽパターンがᥦ♧される㸬ユ

ーザがᥦ♧される㓄Ⰽパターンから任ពに 1 パターン
を㑅ᢥ㸪入力し㸪その 1 パターンと᳨⣴対㇟⏬像の代
⾲Ⰽを Lab ᶆⰍ✵㛫上における㊥㞳を⟬出することに
より印㇟に合⮴する⏬像を᳨⣴している㸬このシステ

ムはユーザから入力される㓄Ⰽパターンを⏝いてᥥか

れるᴫ␎図によりユーザのព図に合⮴した⏬像᳨⣴を

実⌧している㸬  
す山ら [2]は㸪≉定のオブジェクトや全体像など人㛫

が⏬像をぢ分ける㝿にὀ┠する⟠ᡤに╔┠し㸪⏬像⾲

⌧モデルをᵓᡂしている㸬このモデルの≉徴は㸪⏬像

に対して㡿域・オブジェクト・そのオブジェクトの≉

徴の 3 つのぢ地からなる␎⏬を⏬像᳨⣴のためのクエ
リとしてᥦ᱌しているⅬである㸬このモデルを実⌧す

るシステムでは㸪⏬像の全体像を⾲す㡿域タ定におい

て㸪任ពのⰍを㑅んだのち任ពの多ゅ形をᥥいて␎⏬

を可⬟にしている㸬ᮏシステムでは㸪形容モに当てら

れているⰍの⤌み合わせのうちから㸪任ពのⰍの⤌み

合わせを㑅び㸪N×N グリッドを塗りつぶすことによ

りクエリ⏬像は作ᡂされる㸬  
ᯇ崎ら [3]は㸪⏬像内にあるオブジェクトなど≉定の

㡿域のⰍ・㠃✚・位⨨・形≧・㓄⨨について╔┠し㸪

ユーザによって作ᡂされる図形を⤌み合わせたᴫ␎図

を⏝いた⏬像᳨⣴システムをᥦ᱌している㸬この◊✲

では㸪ᴫ␎図を作ᡂしたのち前㏙の 5 つの≉徴それぞ
れに㔜みをタ定し㸪᥈している⏬像がᣢつ 5 つの≉徴
のうちどれをより㔜せどするのかをᣦ定することでユ

ーザのព図をより反ᫎしたクエリ⏕ᡂを可⬟にしてい

る㸬ᮏ᪉式では㸪ユーザによって作ᡂされる㸪N×N グ
リッドのキャンバスを᥈している⏬像をᶍすように塗

りつぶした⏬像をクエリとして⏝いる㸬  
ValoYa ら [5]は㸪⏬像の大域ⓗ・局ᡤⓗなⰍ≉性を⏝

いた⏬像データベース内でのᩚ⌮及び᳨⣴ᡭἲをᥦ᱌

している㸬このモデルの≉徴は㸪⏬像に含まれるⰍを

10 Ⰽまでῶらし㸪N×N のグリッド⏬像に変᥮したの
ちグリッド⏬像及びᩘ値データと主せなⰍをデータベ

ースに᱁⣡しておくⅬである㸬主せなⰍや 10 Ⰽのみ
を⏝いて作ᡂされたグリッド⏬像をユーザからクエリ

として受け取り㸪ソートあるいは㢮似度ィ㔞をするこ

とでデータベース内の⏬像᳨⣴を可⬟にする㸬ᮏシス

テムではユーザが作ᡂした㸪形容モに定⩏されている

3 Ⰽの㓄Ⰽパターンを⏝いてクエリ⏬像を受け取り㸪
データベース内の⏬像との㢮似度ィ㔞を⾜い㸪⏬像᳨

⣴を⾜う㸬  
ᯘら [6]は㸪⏬像についてⰍ情報とオブジェクト情報

とに分けて⪃え㸪⏬像⾲⌧モデルをᵓᡂしている㸬こ

のモデルの≉徴は㸪Ⰽ情報とオブジェクト情報のそれ

ぞれを᪤存の⏬像のⰍもしくはオブジェクト情報を⤌

み合わせて᪂たに作ᡂし㸪クエリとして⏝いることに

より⏬像を᳨⣴するⅬである㸬このモデルでは㸪あら

かじめ᳨⣴対㇟⏬像のⰍ情報をカラーヒストグラムに

変᥮し㸪オブジェクト情報を 2 値化したグリッド⏬像
に変᥮しておく㸬そして㸪ユーザからクエリとして与

えられたⰍ情報とオブジェクト情報と㸪᳨⣴対㇟⏬像

がᣢつⰍ情報とオブジェクト情報との㢮似度を⟬出し

㢮似度の大きい⏬像をᥦ♧する㸬ᮏシステムは㸪ユー

ザが⮬ら作ᡂしたクエリ⏬像を受け取り㸪᳨⣴対㇟⏬

像との㢮似度を⟬出し㢮似度の大きい⏬像を出力する

ことで⏬像᳨⣴を実⌧する㸬  
また㸪⏬像᳨⣴におけるクエリᣑ張の例としてᩥ⊩

[7]がᣲげられる㸬 Toilas らは㸪⏬像᳨⣴のために
hamming embedding(HE)ᢏἲを⏝いたクエリᣑ張ᢏ⾡
をᥦ᱌している㸬これは㸪データベース内の⏬像の≉

徴を HE でᢳ出したのち≉徴㔞✵㛫を作り㸪クエリ⏬
像を定⩏するような≉徴ベクトルを⏕ᡂする㸪という

ものである㸬ᮏ᪉式では㸪クエリ⏬像と᳨⣴対㇟⏬像

㛫の㢮似度をィ⟬する㝿㸪あらかじめ全᳨⣴対㇟⏬像

に主ᡂ分分ᯒを᪋して得られた≉徴㔞✵㛫に㸪クエリ

⏬像の≉徴ベクトルを写像してィ⟬を⾜なっている㸬  
ᮏシステムにおけるクエリ⏬像は㸪カラーイメージ

スケール [4]においてᢅわれている形容モの中からユ
ーザが㑅ᢥした形容モに対応した 3 Ⰽからなる㓄Ⰽパ
ターンをᥦ♧し㸪ユーザがその中から任ពの㓄Ⰽパタ

ーンを㑅び㸪N×N グリッドを塗りつぶすことで⏕ᡂ

される㸬こうすることにより㸪ユーザが想像する⏬像

のイメージを N×N グリッドの単⣧な⾲⌧形式で具⌧
化し㸪クエリにすることが可⬟となる㸬ᮏ᪉式は㸪ユ

ーザのイメージを┤ឤⓗに⾲⌧するだけでなく㸪㢮似

⏬像を導出するためのィ㔞においても⢭度を上げるこ

とが可⬟になると⪃えられる㸬  



 

 

 
3. 形容モ・㓄Ⰽデータベースと⏬像問合せ作ᡂ
ᶵᵓによる⏬像᳨⣴᪉式  

3.1. 䝅䝇䝔䝮全体像  
ᮏ⠇では㸪ᮏシステムのᴫせについて㏙べる㸬ᥦ᱌

᪉式の全体像を図 1 に♧す㸬ᮏシステムでは㸪ユーザ
ーにより᳨⣴対㇟として想定する⏬像に当てはまる形

容モが㑅ᢥされ㸪㑅ᢥされた形容モに対応する 3 Ⰽか
らなる㓄Ⰽパターンの候⿵をᥦ♧し㸪ユーザにより᭱

も当てはまるものが㑅ᢥされる㸬ḟに㸪ユーザ⮬㌟に

より㑅ᢥされた㓄Ⰽパターンに含まれるⰍのみを⏝い

て㸪᳨⣴対㇟として想定している⏬像をᶍしたクエリ

⏬像が作ᡂされる㸬そして᳨⣴対㇟⏬像と合わせてḟ

元削ῶ及び᳨⣴対㇟⏬像との㊥㞳ィ⟬を⾜い㸪入力し

たクエリ⏬像との㢮似度が大きい⏬像をᩘᯛ出力する㸬 

3.2. 䜹䝷䞊䜲䝯䞊䝆䝇䜿䞊䝹䛸形容詞䞉配色䝕䞊䝍
䝧䞊䝇 

ᮏ◊✲では㸪形容モとⰍを㛵㐃付ける᰿ᣐとして㸪

小ᯘ [4]のᥦ唱するカラーイメージスケールを形容モ・
㓄Ⰽデータベースとして⏝いる㸬カラーイメージスケ

ールには㸪単Ⰽにそれぞれ形容モを⤖びつけた単Ⰽイ

メージスケールと㸪㸱Ⰽの㓄Ⰽに形容モを⤖びつけた

㓄Ⰽイメージスケールがある㸬ᮏ◊✲では㸪㓄Ⰽイメ

ージスケールを⏝いて㸪入力した形容モと 3 Ⰽの㓄Ⰽ
パターンを対応させる㸬ᩥ⊩ [6]では㸪㓄Ⰽパターンは
1,170 例に対して㸪形容モは 219 ㄒが使われている㸬形
容モ 1 つに対して㓄Ⰽパターンは᭱小で 1 つ㸪᭱大で

14 個対応している㸬なお㸪形容モ・㓄Ⰽデータベース
は他の㓄Ⰽに㛵する▱ぢデータに差し᭰えることも可

⬟である㸬これにより≉定分㔝のⰍ彩㸦例㸸ᾋ世⤮や

ピカソがよく⏝いたⰍ彩に㝈定する➼㸧による㓄Ⰽ㑅

ᢥも可⬟となる㸬  

3.3. 䜽䜶䝸画像作成  
ᮏシステムではユーザ⮬㌟が形容モを㑅ᢥし㸪㑅ᢥ

した形容モに定⩏された㓄Ⰽパターンがᥦ♧され㸪そ

の中から᳨⣴したい⏬像のⰍ味と似ているものを㑅ᢥ

する㸬そして㸪N×N グリッド⏬像を作ᡂしクエリ⏬像
とする㸬ᮏ⠇では㸪形容モ㑅ᢥからクエリ⏬像⏕ᡂま

でのὶれについて♧す㸬  

3.3.1.  カラーイメージスケールを⏝いたⰍ㑅ᢥ  
ᮏ⠇では㸪作ᡂするクエリ⏬像に⏝いるⰍの㑅ᢥに

ついて㏙べる㸬まず㸪ユーザはカラーイメージスケー

ルにて定⩏されている形容モ 219 ㄒの中から㸪᳨⣴し
たい⏬像と㛵㐃があると⪃えたものをひとつ㑅ᢥする㸬

ᮏシステムは㸪㑅ᢥした形容モに対応付けられている

3 Ⰽの㓄Ⰽパターンを全てᥦ♧する㸬ユーザはᥦ♧さ
れた㓄Ⰽパターンから㸪ㄪべたい⏬像のⰍ味と似てい

る⤌み合わせを㑅ᢥする㸬  

3.3.2.  N×N グリッド⏬像の作ᡂ  
ᮏ⠇では㸪᳨⣴クエリとして⏝いる N×N グリッド

⏬像の作ᡂ᪉式について㏙べる㸬図 2 のように㸪ユー
ザはあらかじめ⏝ពされている N×N に分割したグリ
ッド上のキャンバスの各グリッドに対して㸪3.3.1 ⠇で
㑅ᢥした 3 Ⰽからなる㓄ⰍパターンからⰍを㑅び㸪᳨
⣴したい⏬像を再⌧するように塗りつぶす㸬ᮏシステ

ムではユーザによって 3 Ⰽで塗りつぶして作ᡂされた
グリッド⏬像をクエリ⏬像として⏝いる㸬このとき㸪

グリッドᩘをㄪᩚすることにより作ᡂするクエリ⏬像

のゎ像度を変᭦することができる㸬  

3.4. 画像䛾次元削減及䜃距離計算  
ᮏ⠇では㸪クエリ⏬像と᳨⣴対㇟⏬像との㊥㞳ィ⟬

᪉ἲについて㏙べる㸬ᮏシステムでは㸪あらかじめす

べての᳨⣴対㇟⏬像にᣑ大・⦰小処⌮を᪋し㸪同じサ

イズ㸦m×m ピクセル㸧になるよう変形しておく㸬具体
ⓗな変形᪉式については㸪実㦂の㝿に㏙べる㸬ḟに㸪

各᳨⣴対㇟⏬像から⏬⣲の RGB 値をせ⣲とするベク
トル𝒗をᵓᡂする㸬⏬像の左上を㉳Ⅼとし㸪左上から右

 

図 1㸬ᥦ᱌᪉式の全体像  
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図 2㸬クエリ⏬像の作ᡂ  



 

 

下へᶓ᪉向に⏬⣲の情報を取得して RGB の㡰で並べ㸪
㛗さ 𝑙 ൌ 𝑚 ൈ𝑚 ൈ 3のベクトルをᵓᡂする㸬各⏬像に対
応するベクトル𝒗𝒊は以下の式で⾲される㸬  

𝒗𝒊 ൌ ሺ𝑣ଵ, 𝑣ଶ,… , 𝑣𝑙ሻ 
ḟに㸪主ᡂ分分ᯒを⾜い㸪ベクトル𝒗𝒊のḟ元を削ῶ

する㸬全ての᳨⣴対㇟⏬像に対応するベクトル 𝒗を⏝
いて主ᡂ分分ᯒを⾜い㸪ḟ元ᩘ p をᣦ定し各ベクトル
𝒗𝒊をḟ元ᩘ p のベクトル𝒘𝒊に変᥮する㸬ḟ元ᩘ p は実
㦂の㝿にᣦ定する㸬各⏬像に対応するḟ元削ῶしたベ

クトル𝒘𝒊は以下の式で⾲される㸬  
𝒘𝒊 ൌ ሺ𝑤ଵ,𝑤ଶ, … ,𝑤௣ሻ 

᳨⣴を⾜う㝿には㸪クエリ⏬像に対して᳨⣴対㇟⏬

像と同じくリサイズを᪋した RGB 値をせ⣲とするベ
クトルをᵓᡂする㸬そのベクトルを主ᡂ分分ᯒでồめ

た✵㛫に写像しベクトル𝑥を得る㸬᳨ ⣴対㇟⏬像とクエ

リ⏬像との㊥㞳をコサイン㢮似度 𝑠として⟬出して㢮
似度の大きい㡰に⏬像を出力し᳨⣴⤖ᯝとする㸬コサ

イン㢮似度 s は以下の式で⾲される㸬  

𝑠 ൌ
𝑤ଵ𝑥ଵ ൅ ⋯൅𝑤௣𝑥௣

ට𝑤ଵ
ଶ ൅ ⋯൅ 𝑤௣

ଶට𝑥ଵଶ ൅ ⋯൅ 𝑥௣ଶ
 

4. 実㦂  
4.1. 実験方法  

3 ❶にて♧したᡭἲを㸪P\Whon ゝㄒを⏝いて実⿦し
実㦂を⾜った㸬実⿦したシステムでは㸪カラーイメー

ジスケールにて定⩏されている形容モがユーザによっ

て㑅ᢥされる㸬システムは㑅ᢥされる形容モに対応す

る 3 Ⰽからなる㓄Ⰽパターンリストをユーザにᥦ♧す
る㸬ᥦ♧された㓄Ⰽパターンリストの中からユーザは

1 つの㓄Ⰽパターンを㑅ᢥする㸬㑅ᢥした㓄Ⰽパター
ンを⏝いてユーザ⮬ら 10×10 に分割したキャンバス
のグリッドを任ពに塗りつぶしクエリ⏬像が作ᡂされ

た㸬᳨⣴対㇟⏬像にはあらかじめᣑ大・⦰小処⌮を᪋

し 240×240 ピクセルの⏬像に変形して⏬像サイズを

⤫一した㸬クエリ⏬像のサイズも᳨⣴対㇟⏬像と同じ

大きさに⤫一した㸬そして㸪᳨⣴対㇟⏬像とクエリ⏬

像との㢮似度を⟬出した㸬᳨⣴⤖ᯝとして㢮似度の大

きい⏬像ᩘᯛとその㢮似度を出力し㸪㡰位と㢮似度に

対してホ価を⾜った㸬᳨⣴対㇟の⏬像は㸪メトロポリ

タン⨾⾡㤋 [8]がᥦ供しているデータのうちἜ彩⏬の
⏬像を 220 ᯛダウンロードして使⏝した㸬ᮏシステム
では㸪⏬像の主ᡂ分分ᯒを⾜う㝿に㸪P\Whon のᶵᲔ学
⩦ライブラリである scikiW-learn[9]を利⏝している㸬  
実㦂 1 では⏬像㛫の㊥㞳ィ⟬のṇ☜さを᳨ドするた

めに㸪クエリ⏬像としてリサイズした᳨⣴対㇟⏬像を

入力し㸪同じ⏬像が出力されるかどうかの実㦂を⾜っ

た㸬  
実㦂 2 では実㝿にクエリ⏬像を作ᡂし㸪ព図した⏬

像を出力する実㦂を⾜った㸬  

4.2. 画像検索精度検証  
  実㦂 1 として㸪⏬像㛫の㊥㞳ィ⟬のṇ☜さを᳨ドす
るために㸪クエリ⏬像に᳨⣴対㇟⏬像をリサイズした

だけの⏬像を⏝いて᳨⣴をかけて᳨⣴⢭度᳨ドを⾜っ

た㸬⤖ᯝを⾲ 1 に⾲す㸬1 ␒┠のクエリ⏬像も㸪2 ␒┠
のクエリ⏬像も㸪同じ⏬像を㢮似度 1.0 で᳨⣴できて
いることがわかる㸬また㸪2 位以㝆の⏬像についても㸪
2 ␒┠の⏬像に㛵してはព図した⏬像と似たような⏬
像を᳨⣴することができた㸬1 ␒┠の⏬像に㛵しては㸪
⏬像のᵓ図が似ている⛬度ではあるが㸪㢮似度の値が

2 ␒┠のものよりも全体ⓗに小さく⟬出されているこ
とから᳨⣴対㇟⏬像の中でもẚ㍑ⓗ似ている⏬像が⤖

ᯝとして⟬出されたとゝえる㸬  

4.3. 問い合䜟䛫作成精度検証  
ḟに㸪作ᡂしたクエリ⏬像を⏝いた᳨⣴⢭度を᳨ド

するための実㦂を⾜った㸬実㝿にクエリ⏬像を作ᡂし㸪

入力して得られた᳨⣴⤖ᯝを⾲ 2㸪⾲ 3㸪⾲ 4 に⾲す㸬 
⾲ 2 の実㦂は㸪含まれているⰍのⰍ┦や᫂度がお互

いに㸪かつព図した⏬像に含まれているものと似てい

⾲ 1㸬実㦂 1 ⤖ᯝ  

 



 

 

る㓄Ⰽパターンを 2 つ㑅ᢥしクエリ⏬像を⏕ᡂしたも
のである㸬その㝿㸪1 ␒┠のクエリ⏬像に⏝いた㓄Ⰽ
パターンはព図した⏬像に含まれるⰍのⰍ┦を㸪 2 ␒
┠のクエリ⏬像に⏝いた㓄Ⰽパターンはព図した⏬像

に含まれるⰍの᫂度を再⌧するような㓄Ⰽパターンを

㑅ᢥした㸬⤖ᯝとして㸪 1 ␒┠のクエリ⏬像ではព図
した⏬像が 1 位に㸪2 ␒┠のクエリ⏬像ではព図した
⏬像が 6 位に出力された㸬この⤖ᯝより㸪全体ⓗなⰍ
のⰍ┦や᫂度が似た㓄Ⰽパターンのうち㸪よりⰍ┦が

似ている㓄Ⰽパターンを⏝いると再⌧度が㧗くなると

いうことがわかった㸬  
ḟに㸪⾲ 3 の実㦂では㸪ព図した⏬像と᫂度が似㏻

った㓄Ⰽパターンと㸪Ⰽ┦が似㏻った㓄Ⰽパターンの

2 つを⏝いて㸪それぞれでクエリ⏬像を作ᡂし実㦂し
た㸬その⤖ᯝ㸪1 ␒┠の᫂度をព㆑した㓄Ⰽパターン
を⏝いたクエリ⏬像ではព図した⏬像が 1 位に出力さ
れ㸪2 ␒┠のⰍ┦をព㆑した㓄Ⰽパターンを⏝いたク
エリ⏬像ではព図した⏬像が出力されなかった㸬この

⤖ᯝより㸪多少Ⰽ┦は␗なっていてもព図する⏬像に

含まれるⰍの᫂度と似た᫂度をもつ㓄Ⰽパターンを⏝

⾲ 2㸬実㦂 2 ⤖ᯝ  

 

⾲ 3㸬実㦂 3 ⤖ᯝ  

 

⾲ 4㸬実㦂 4 ⤖ᯝ  

 



 

 

いると再⌧度が㧗くなるということがわかった㸬  
᭱後に㸪⾲ 4 の実㦂では上グ 2 つの実㦂⤖ᯝで得ら
れた㸪Ⰽの᫂度が再⌧度向上に㔜せである㸪という⤖

ᯝをさらに᳨ドするために㸪ព図した⏬像に含まれる

Ⰽと᫂度が似た㓄Ⰽパターンを 2 つ㑅ᢥしクエリ⏬像
を作ᡂして実㦂した㸬⤖ᯝとして㸪 1 ␒┠のクエリ⏬
像と 2 ␒┠のクエリ⏬像ともにព図した⏬像が 1 位に
出力され㸪2 位以㝆の出力⤖ᯝも㢮似度もほぼ➼しか
った㸬このことから㸪Ⰽの㓄⨨によるユーザのᵓ図ព

図もうまく᳨⣴に反ᫎできているといえる㸬  
以上の実㦂⤖ᯝより㸪᳨ ⣴対㇟⏬像と᫂度の㢮似する

クエリ⏬像を⏕ᡂすることで㸪⢭度の㧗い᳨⣴が⾜え

ると⪃えられる㸬ᮏ᪉式では主ᡂ分分ᯒをする㝿の基

‽となるせ⣲として⏬像の RGB 値を⏝いているが㸪
RGB 値は各Ⰽの᫂るさを基‽とした値であるため㸪᫂
るさの情報が㢮似度ẚ㍑においてもⰍ⃰く反ᫎされて

しまったのだと⪃えられる㸬しかし㸪RGB 値のᩘ値か
ら人㛫がⰍを想像するのは㞴しく㸪ᮏシステムの┠ᣦ

す㸪より⡆単な印㇟の具⌧化として⏝いるのには向い

ていないと⪃える㸬そして㸪印㇟を具⌧化するために

は㸪より人㛫の┤ឤに㏆い⾲Ⰽ⣔を⏝いたᨵⰋが㔜せ

になると⪃え㸪今後のㄢ㢟とする㸬また㸪⤮⏬が人に

与える印㇟は㸪Ⰽの他にᵓ図にも左右される [10, 11].し
たがって㸪ユーザがクエリ⏬像を作ᡂする㝿に㸪ユー

ザがồめる⤮⏬のᵓ図に合わせてある⛬度Ⰽを㓄⨨す

る㡿域を定めたガイド付きのキャンバスを⏝ពするな

どの工夫も容᫆なクエリ作ᡂのために必せであると⪃

え㸪合わせて今後のㄢ㢟とする㸬  

5. おわりに  
ᮏ✏では㸪᳨⣴⪅が想像する⏬像の全体印㇟を形容

モ・㓄Ⰽデータベースにより㑅ᢥ・ᥥ⏬可⬟とする⏬

像問い合わせᶵᵓを᭷する⏬像᳨⣴システムの実⌧᪉

式とそれを⏝いたシステムの᭷効性と実⌧可⬟性につ

いて♧した㸬  
ᮏシステムの≉徴は 2 Ⅼある㸬1 つ┠は問い合わせ

㒊に形容モ・㓄Ⰽデータベースをタ定しユーザが問い

合わせ᫬に形容モに対応する㓄Ⰽの᳨⣴・㑅ᢥを⾜え

るⅬ㸪2 つ┠は㑅ᢥされる 3 Ⰽにより⏬像問い合わせ
をユーザ⮬らᥥくことができ㸪そのゎ像度のㄪ⠇も可

⬟なⅬである㸬  
任ពのカラーイメージスケールの代⾲Ⰽ 130 Ⰽによ

る 3 Ⰽからなる㓄Ⰽパターンと形容モのセットを定⩏
できる㸬データベースをすὒ⏬や᪥ᮏ⏬といった⤮⏬

の分㔝㸪あるいはカラーコーディネーターや⏬家とい

った専㛛家による形容モと㓄Ⰽのセットに変᭦するこ

とにより㸪≉定分㔝に㝈定される形容モによる㓄Ⰽパ

ターンリストのᥦ♧が可⬟となる㸬例えば㸪᪥ᮏ⏬の

Ⰽㄪと形容モのセットを⏝ពしておくことにより㸪᪥

ᮏ⏬で⏝いられるⰍㄪでのクエリ⏬像作ᡂが容᫆にな

る㸬  
またキャンバスのグリッドᩘ N×N の値を変᭦可⬟

とすることにより㸪クエリのゎ像度をㄪᩚすることが

できる㸬これにより⣽かな㸪あるいは大まかなᵓ図の

ព図を⾲⌧することが可⬟である㸬  
これら 2 つの≉徴により㸪ᮏ問い合わせ⏕ᡂᶵᵓは

ユーザのⰍ彩ព図とᵓ図ព図を⾲⌧可⬟とする㸬そう

して㸪ユーザのព図を反ᫎし作ᡂされたクエリ⏬像の

Ⰽ彩・㓄⨨に㢮似する⏬像⩌を⏬像データベースから

᳨⣴する㸬  
実㦂では㸪ᮏ᪉式の⏬像᳨⣴⢭度について᳨ドを⾜

った㸬これにより㸪ユーザがᣢつ⏬像データに対する

イメージがᢳ㇟ⓗであっても㸪そのイメージをもとに

クエリ⏬像を⏕ᡂし᳨⣴することは可⬟であることが

▱ぢとして得られた㸬┤ឤⓗなクエリ⏕ᡂを可⬟にし㸪

ユーザの印㇟を具⌧化することにより㸪ユーザの▱ⓗ

ά動の促㐍が可⬟になる㸬  
今後のㄢ㢟として㸪ᮏ᪉式の問い合わせを容᫆に入

力するためのユーザインタフェースの実⌧㸪ᮏ᪉式の

⿕㦂⪅ㄪᰝによる᭷効性の᳨ド㸪⤮⏬以外の⏬像デー

タ᳨⣴の実⌧がᣲげられる㸬  
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